
学校教育目標

目指す学校の姿

目指す児童像

<具体的な取組>

やさしい子

たくましい子

まなびあう子

令和８年度　南台小学校グランドデザイン

☆ 継続して運動に親しみ，体力向上に取り組もうとする意欲の醸成
　・日常の体育学習の充実
　・学校全体で運動経験を増やせるような工夫
☆　体力の向上
　・今できること，伸ばしたいことに粘り強くチャレンジできる体育
　　授業の充実
　・外遊びの励行，体育的行事の充実
☆　食育を充実させ，健康を意識し，安全な生活を送る力の育成
　・給食は食育の時間
　・早寝、早起き、朝ごはんの励行など基本的生活習慣の定着
☆　コミュニティ・スクールとして、地域行事への積極的な参加
　・青少対第一地区キャンプ、こどもまつり、町民運動会ほか

☆　授業の充実
　・基礎学力の定着の徹底，主体的に学ぶ児童の育成
☆　まなびあい，高め合う態度の育成
　・支え合い助け合う学校風土を生かし，協働学習を進める。
☆　デジタルを活用したこれからの学び推進地区実践校として、ICT機
器，デジタル教科書（5.6年）の活用
　・タブレット活用を推進し，個別の学びを実現する。
☆　一部教科担任制
　・教科等の交換授業等を行い，多くの教師の目で育てる。
☆　SDGs報告会の実施（１月）

SDGsを意識して（東村山市SDGｓスターパートナー校）

○やさしい子
たくさんの友達と仲良くする
自分も友達も大切にする

〇たくましい子
体育や外遊びで体力を高める
最後まで粘り強くやり通す
食育を大切にする

◎まなびあう子
意欲的に進んで学ぼうとする
よく考え友達と協力して学ぼ
うとする

〇やさしい心をもち，自分も人も大切にする児童（豊かな心）
〇自分から心や体を鍛え，前向きに行動する児童（健やかな体）
〇主体的に学び，協働して課題に取り組む児童（確かな学力）

☆　気持ちのよいあいさつの奨励
　・自ら進んで友達や地域の人に気持ちのよいあいさつをする子の育成
☆　思いやりのある言葉・行動の育成
　・正しくあたたかみのある言葉遣いの推進
　・自分と異なる他者を受け入れる心の育成
☆　異学年交流にじいろ班活動の充実
　・上級生へのあこがれ、下級生への優しさを育てる人間関係づくり
☆　特別支援教育の充実
　・特別支援学級と通常学級の交流、協働学習
☆　生活指導体制の充実
　・高いアンテナで情報を素早く共通理解し共通行動を進める
☆　地域との協働活動の推進
　・地域コーディネーターを中心に地域の教育力や施設を活用した学び
　　を深める。

〇子供が安心して過ごし、今日が楽しく明日が待ち遠しい学校（安心）
〇保護者が安心して我が子を預けられ、保護者・地域とのコミュニケーションを大切にする学校
（信頼）
〇子供と共に学び、常にプラス思考で、教職員の専門性が発揮できる学校（充実）
 


